
社は、ओに੨県ܰ地方で使Θれる、りΜごശの
部材を製造する会社として創業した。その後、木製りΜ
ごശ部材の需要がݮ少してきたことにともない、ঃ々に
ॅ建築用部材の製造にҠ行し、約 20年΄ど前から東
地方のハウスメーカーや工務ళを٬ސとし、プレカット
木材（あらか͡め工場でபやྊのܧ手や口を加工した
建築材）を製造し、販売を行ͬている。
建築物のচの構造は、これまでࠜଠ（Ͷだ）を用いた

「ࠜଠ工法」が多かͬたが、ۙ年は、ࠜଠを用いͣに厚口
の構造用合൘を使用する「ࠜଠレス工法」へとҠり変Θͬ
てきている。工期の短縮や施工の合理化を図ることがで
きるࠜଠレス工法は今後、益々の普及がࠐݟまれている。
ࠜଠレス工法へのҠ行は、同࣌に構造用合൘のܹٸな
需要増加をটき、合൘の供給が需要にい付かなくなる
ঢ়گが予ݟされている。また、ઌ般の東日本大震災では、
֤地の合൘工場がඃ災したことにより、構造用合൘の生
産が中止されたこともあり、ࠜଠレス工法の施工現場で
は、この合൘の入手にྀۤすることも多かͬた。
現場への構造用合൘の入ՙれは、工事の進にӨڹ
を༩͑ることとなるため、社では構造用合൘の代ସ品
となる新製品開発の必要性を͡ײ、本事業により代ସ製
品の開発に取り組Ήこととした。
開発する製品の材料には、本県のԊ؛地域の২生に多
くをめる岩手県の木である「ナンブアカマツ」をબ択
した。これは、ઓ後に২林されたナンブアカマツがؒെ
の࣌期にあたり、ؒെ小ܘ木の活用にݙߩすることとな
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成果
構造用合板とほぼ同等の耐力を持つ製
品の開発と施工方法を確認した。平成
27 年 10 月に生産転用を開始し、今
後も品質と供給の安定のため改良を推
し進める。

経緯
「根太レス工法」（建築物の床の構造）の
普及による構造用合板の需要増に対し、
この合板の代替品として県産アカマツの
間伐小径木を活用した、幅ハギ集成耐力
床材の製品化を目指した。

実施内容
ラミナのサイズ、接着方法、
施工方法などを検討し、構造
用合板の代替試作品を製作。
各種の耐力試験を実施し、強
度の測定を行った。
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構造用合板は、薄い板状の材を縦方向に接着していくのに対し、幅
ハギ集成材は、厚みのある材を横に貼り合わせて製造する。アカマ
ツの木目の美しさが活きた仕上がりとなる。

新たに導入した自動一面鉋盤。表面・裏面を各１回通すだけで、両面を平滑に整え、製品サイズに仕上げることができる。

県産アカマツ幅ハギ集成材を天板に使用したテーブル。床材だけで
なく、様々な用途への活用も期待されている。

専務取締役の日當和孝さん。「付加価値
を活かした商品提案をしていきたい」
と意気込む。

本事業の責任者である、経営企画部主
任の田嶋由さん。

るからである。ナンブアカマツの特である美しい木目
を活かし、社の既存設備を活用しながら開発できるた
め、製造コストを͑ることがՄ能なことから、ラミナ（断
໘寸法の小さい൘ঢ়の材）を水平方向ʤ෯（ԣ）方向ʥに
着する෯ハΪʤ（は）ぐʥ集成材を開発することとした。

試作品としての集成材を製作するにあたり、最ॳはそ
のパーツとなるラミナのサイズの検౼から࢝めた。開発
する製品の最ऴ的な大きさ（1,820NNº�10NN）に合
Θせ、ؒെ材である小ܘ木からも製材がՄ能なこと、か
つ木材のりやみの出にくいラミナのサイズを検౼し
た݁果、長さ1,820̼̼、෯130NN、厚さ30NNとした。
木材は乾燥により収縮するため、製材する木材の大き
さはこれを一ճり上ճるサイズのものとした。
次に、ラミナをషり合Θせる向きを様々試しながら、
着方法の検౼に入ͬた。ҙঊ性を考͑、木දと木裏の
໘を同͡くଗ͑着したとこΖ、着後に大きくるこ
とが໌したため、木දと木裏の໘を交ޓにԣฒびに
着することでりを͑ることができた。ラミナを着
した後、着ࡎのはみ出した部分を除ڈし、ද໘を平
にし、製品寸法を整͑るため材໘調整を行い成品とな
る。このため社では、本補助事業により �10NN෯対
応の大型材໘調整機である「自動一໘൫」を導入した。
この自動一໘൫にද໘と裏໘をそれぞれ１度だけ通
すことで製品として上げることがՄ能となͬた。
耐力試験等のための試験体の製作方法及び構造চ部と

の合方法については、岩手大学農学部の関野ڭतに技
術指導を受け、また֤छの耐力試験については、岩手県
林業技術センターにҕୗし実施した。

最ऴ的に、長さ 1,820NN、෯ 130NN、厚さ 30NN
Ҏ上のラミナを人工乾燥させ、木ද、木裏が交ޓになる
よう着し、上がりサイズ 1,820NNº�10NNのアカ
マツ෯ハΪ集成চ材を製作した。
次に、෯ハΪ集成চ材を構造চ部にఝଧちする際の割
れや引き抜けを確ೝするためのఝ一໘せΜ断試験や、ՙ
重 100LH をかけてのたΘみ試験を行ͬた。設定を変͑、
をڑりฦし試験を行ͬた݁果、材端からの܁ 2�NN、
ఝピッチを 150NNに設定し合することで、構造用合
൘と΄΅同等の耐力を発شすることがΘかͬた。ఝҐ置、
ఝピッチについては、ै来の構造用合൘の施工と΄΅同
様であり、現場での作業工程においてもଝ৭ない݁果で
ある。
これらの試験により、強度、施工方法ともに構造用合
൘と同等の݁果がಘられたことで、構造用合൘の代ସと
なる製品の開発という目ඪを達成できた。

本事業において、構造用合൘と同等の耐力を࣋つ෯ハ
Ϊ集成চ材の開発及び現場での施工方法が確ೝできた。
今後、構造用合൘の代ସ品として提案するためには、

価格を構造用合൘と同ֹ程度とする必要があり、安定し
た品質と供給、そしてコストダウンを図るため製造方法
をݟ直し、改善をਪし進めていくこととしている。また
納品から実際に使用されるまでのؒ࣌や保管ঢ়گにより、
りが発生することがあるため、品質ҡ࣋を目的とした
加ڀݚを進めており、材の乾燥の程度や製品ද໘をシー
トで෴う方法を検౼しており、これは平性を長く保つ
とともに、保管࣌の水ೞれやԚれ防止も期できるもの
である。
この製品は構造用合൘の代ସ品であるとともに、国産
材のར用ଅ進の一助となる。久慈市などԊ؛地域はྑ質
なアカマツの産地であり、ओにこのؒെ材をར用して製
造する製品の安定供給は、林の保全、雇用を含め地元
林業のৼ興にもد༩するものと考͑ている。
また通常、施工現場で化হ൘を重Ͷ合Θせて上げる
構造用合൘に対し、この製品は美しい木目を保࣋し、1ຕ
でচ材やఱҪ材としてもར用できることから、施工現場
での工期短縮やコスト低ݮが期される。社では、ハ
ウスメーカーや工務ళ、施ओへのώアリング等から、地
元材やトレーサビリティー（生産ཤྺ）の確立した建築
材に高いニーズがあることをѲしており、このことを
新製品の付加価としてૌ͑ることで、構造用合൘の代
ସ品というଆ໘の΄かに、�新しい価をͬ࣋た集成চ材
として提案もՄ能になる。
本事業により新製品を開発したことは、取引ઌからの
信པײの向上や取引の安定につながり、また新規取引ઌ
の開拓にあたり、強みとして活用することで社全体の
収益性向上も期される。
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